
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　円盤状記録媒体を収納するカートリッジ本体と、
　上記カートリッジ本体に設けられて、上記カートリッジ本体に収納された円盤状記録媒
体を駆動手段が上記カートリッジ本体内に進入するための進入用開口部と、
　上記カートリッジ本体に設けられて、 円盤状記録媒体を記録及び／又は再生手段に
臨ませる記録及び／又は再生用開口部と、
　それぞれが回動可能で、連続して形成された上記進入用開口部と上記記録及び／又は再
生用開口部を開閉する第１及び第２のシャッタ部材と、
　上記第１のシャッタ部材の開閉動作を規制するロック部とを備え、

　上記ロック部による上記第１のシャッタ部材の回動規制が解除されると、上記第１のシ
ャッタ部材が回動し、上記第１のシャッタ部材の回転動作に連動して上記第２シャッタ部
材が回動し、上記進入用開口部と記録及び／又は再生用開口部を開放するディスクカート
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上記

　上記第１のシャッタ部材と上記第２のシャッタ部材とは、上記カートリッジ本体を挟ん
で外方側と内方側に位置して回動可能に配設され、
　上記円盤状記録媒体と上記カートリッジ本体の内方側に配設された上記第２のシャッタ
部材との間には、外部から上記カートリッジ本体内に進入する塵埃を遮断する仕切り用シ
ートが配設され、上記仕切り用シートは、上記進入用開口部と記録及び／又は再生用開口
部に対応して切欠き部が形成され、この切欠き部が上記記録及び／又は再生用開口部の開
口内に突出して設けられており、



リッジ。
【請求項２】
　上記第１のシャッタ部材と上記第２のシャッタ部材とを連動させる連動手段を有し、上
記第２のシャッタ部材は、上記連動手段を介して上記第１のシャッタ部材の回動に連動し
て回動する請求項１記載のディスクカートリッジ。
【請求項３】
　上記第１のシャッタ部材には、円盤状記録媒体を回転駆動するための駆動手段が上記カ
ートリッジ本体内に進入するための進入用切欠き部が形成されている請求項１又は請求項
２記載のディスクカートリッジ。
【請求項４】
　上記カートリッジ本体の内方側に配設された上記第２のシャッタ部材には、上記カート
リッジ本体の内面に回動自在に支持される回動支持部が一体に形成されている

のディスクカートリッジ。
【請求項５】
　上記回動支持部は、上記カートリッジ本体の内面に設けられた回動支持穴に対して係合
される請求項 記載のディスクカートリッジ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、光ディスクや光磁気ディスク等の円盤状記録媒体が収納されたディス
クカートリッジに関する。
【０００２】
【従来の技術】
情報の記録及び／又は再生が可能な円盤状記録媒体がカートリッジ本体内に収納されたデ
ィスクカートリッジが知られている。この種のディスクカートリッジとして、例えば図１
６に示すようなディスクカートリッジ１０１は、一組の上下ハーフを組み合わせて構成さ
れるカートリッジ本体１０５と、このカートリッジ本体１０５内に回転可能に収納された
光磁気ディスク１０６とを備えている。
【０００３】
カートリッジ本体１０５には、図１６及び図１７に示すように、カートリッジ本体１０５
内に収納された光磁気ディスク１０６の信号記録領域の一部を外部に外部に臨ませるため
の記録再生用開口部１０７，１０７が相対向する位置にそれぞれ設けられている。この記
録再生用開口部１０７は、カートリッジ本体１０５に移動可能に設けられたシャッタ部材
１１０により開閉可能とされている。また、シャッタ部材１１０は、カートリッジ本体１
０５内に設けられた図示しない捻りコイルバネによって、記録再生用開口部１０７を閉塞
する方向に付勢されている。
【０００４】
また、カートリッジ本体１０５には、図１７に示すように、下ハーフの中央部に、記録再
生装置に装填された際に、光磁気ディスク１０６を回転駆動するターンテーブルが進入す
るための円形状のテーブル進入用開口部１０８が設けられている。また、カートリッジ本
体１０５には、図１６に示すように、上ハーフの主面上に、記録再生装置に対する装填方
向を示す表示１０９が設けられている。
【０００５】
このカートリッジ本体１０５内に収納された光磁気ディスク１０６は、図１８に示すよう
に、中心穴を有する円盤状に形成されており、例えば直径が８０ｍｍに形成されている。
光磁気ディスク１０６は、中心穴に、フランジ部を有する金属製のセンターハブ１０６ａ
が設けられており、カートリッジ本体１０５のテーブル進入用開口部１０８からセンター
ハブが露呈されている。光磁気ディスク１０６は、記録再生装置に装填された際、センタ
ーハブ１０６ａがターンテーブルに設けられたマグネットによって吸着されて、ターンテ
ーブル上に載置されて保持される。
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請求項１乃
至請求項３のうち何れか１項記載

４



【０００６】
また、例えばＣＤ（コンパクト・ディスク）等の光学ディスクは、図１９に示すようなデ
ィスクケース１２０内に収納されて利用されている。図１９に示すように、ディスクケー
ス１２０は、光学ディスク１２６を収納する収納部１２７を有するケース本体１２５と、
このケース本体１２５の収納部に開閉可能に設けられた蓋体１２８とを有している。
【０００７】
ケース本体１２５には、収納部に収納された光学ディスク１２６を挿脱するために、収納
部に蓋体１２８が開閉可能に設けられている。蓋体１２８には、内方側の主面の中央部に
、光学ディスク１２６の中央部を保持するためのディスク保持部材１２９が配設されてい
る。この蓋体１２８は、ケース本体１２５に設けられた係合爪１３１，１３１に係合され
ることにより、ケース本体１２５に対して閉塞された状態で保持される。
【０００８】
また、ケース本体１２５には、図２０に示すように、底面部の中央部に、記録再生装置に
装填された際に光学ディスク１２６を回転駆動するターンテーブルが進入するためのテー
ブル進入用開口部１３５が設けられている。また、ケース本体１３５には、図２０及び図
２１に示すように、収納部に収納された光学ディスク１２６の信号記録領域を記録再生装
置側の記録再生手段に臨ませるための記録再生用開口部１３６が、光学ディスク１２６の
半径方向に亘って形成されている。この記録再生用開口部１３６は、テーブル進入用開口
部１３５に連設されている。
【０００９】
記録再生用開口部１３６は、図２０及び図２１に示すように、ケース本体１２５に移動可
能に設けられたシャッタ部材１３２により開閉可能とされている。シャッタ部材１３２は
、図１９及び図２０に示すように、ケース本体１２５の幅方向の両側にそれぞれ移動可能
に設けられている。また、図１９に示すように、ケース本体１２５には、記録再生装置に
対する装填方向を示す表示１３３が設けられている。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上述した従来のディスクカートリッジ１０１やディスクケース１２０は、いず
れもカートリッジ本体又１０５はケース本体１２５が略方形状に形成されているため、カ
ートリッジ本体１０５内又はケース本体１２５内に収納された光磁気ディスク１０６又は
光学ディスク１２６が、カートリッジ本体１０５又はケース本体１２６内で占める面積よ
り大きな面積を有している。すなわち、従来のディスクカートリッジやディスクケースは
、特に光磁気ディスクの外周部とカートリッジ本体１０５又はケース本体１２５内のコー
ナ部との間に不要がスペースが設けられている（以下、便宜上ディスクカートリッジ１０
１についてのみ述べるが、ディスクケース１２０についても同様とされる）。
【００１１】
また、従来のディスクカートリッジ１０１が装填される例えば携帯型の記録再生装置にお
いては、ディスクカートリッジ１０１全体の投影面積をすべて覆う必要があるため、ディ
スクカートリッジ１０１単体と比較して、記録再生装置全体が更に大型化してしまい、可
搬性が低下してしまうという不都合があった。すなわち、従来のディスクカートリッジ１
０１は、携帯性が乏しいという問題点があった。
【００１２】
一方、ディスクカートリッジ１０１は、カートリッジ本体１０５から光磁気ディスク１０
６を取り出して光磁気ディスク１０６を単体で扱う場合、光磁気ディスク１０６の信号記
録面に塵や指紋等が付着する機会が増えるため、記録再生時にエラーを発生しやすくなる
という問題がある。特に、高記録密度化が図られた円盤状記録媒体は、微小は塵埃の影響
を受けるという大きな問題がある。
【００１３】
したがって、ディスクカートリッジ１０１は、カートリッジ本体１０５の小型化を図る必
要があり、カートリッジ本体１０５に収納される光磁気ディスク１０６の外径に沿ってカ
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ートリッジ本体１０５を円形状に小型化することが考慮される。
【００１４】
しかしながら、主面が円形状のカートリッジ本体に、直線的に平行移動するシャッタ部材
を有するシャッタ機構を配設することが困難であるという問題がある。回転型のシャッタ
部材を有するシャッタ機構を備える場合、この種のシャッタ機構は、シャッタ部材の回転
中心を回転自在に支持するリング状のガイド部材が必要となる。このため、回転型のシャ
ッタ機構を備えるディスクカートリッジは、カートリッジ本体に設けられた記録再生用開
口とテーブル進入用開口部が分離された形状にせざるを得なかった。
【００１５】
ディスクカートリッジは、記録再生用開口部とテーブル進入用開口部が別々に分離されて
しまうことによって、記録再生用開口部とテーブル進入用開口部とを分離する枠部が、円
盤状記録媒体に対する記録再生手段の移動範囲が制限されてしまうという不都合が生じて
しまう。
【００１６】
そこで、本発明は、カートリッジ本体の小型化を実現することができるディスクカートリ
ッジを提供することを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　上述した目的を達成するため、本発明に係るディスクカートリッジは、円盤状記録媒体
を収納するカートリッジ本体と、上記カートリッジ本体に設けられて、上記カートリッジ
本体に収納された円盤状記録媒体を駆動手段が上記カートリッジ本体内に進入するための
進入用開口部と、上記カートリッジ本体に設けられて、 円盤状記録媒体を記録及び／
又は再生手段に臨ませる記録及び／又は再生用開口部と、それぞれが回動可能で、連続し
て形成された上記進入用開口部と上記記録及び／又は再生用開口部を開閉する第１及び第
２のシャッタ部材と、上記第１のシャッタ部材の開閉動作を規制するロック部とを備え

上記ロック部による上記第１のシャッタ部材の回動規制が解除されると、上記第１のシ
ャッタ部材が回動し、上記第１のシャッタ部材の回転動作に連動して上記第２シャッタ部
材が回動し、上記進入用開口部と記録及び／又は再生用開口部を開放する。
【００１８】
　以上のように構成したディスクカートリッジは、カートリッジ本体に連続して形成され
た記録及び／又は再生用開口部と進入用開口部を第１及び第２のシャッタ部材が回動する
ことによって開閉する。このディスクカートリッジは、進入用開口部と記録及び／又は再
生用開口部とが連続して形成されており、記録及び／又は再生用開口部内を移動する記録
及び／又は再生手段の移動範囲を制限することがなく、且つカートリッジ本体が小型化さ
れる。

【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の具体的な実施形態について、ディスクカートリッジを図面を参照して説明
する。図１に示すように、ディスクカートリッジ１は、情報記録媒体である光磁気ディス
ク６と、この光磁気ディスク６を内部に収納するカートリッジ本体８とを備えている。
【００２０】
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上記

る
。上記第１のシャッタ部材と上記第２のシャッタ部材とは、上記カートリッジ本体を挟ん
で外方側と内方側に位置して回動可能に配設され、上記円盤状記録媒体と上記カートリッ
ジ本体の内方側に配設された上記第２のシャッタ部材との間には、外部から上記カートリ
ッジ本体内に進入する塵埃を遮断する仕切り用シートが配設され、上記仕切り用シートは
、上記進入用開口部と記録及び／又は再生用開口部に対応して切欠き部が形成され、この
切欠き部が上記記録及び／又は再生用開口部の開口内に突出して設けられている。そして
、

また、円盤状記録媒体と上記カートリッジ本体の内方側に配設された第２のシャッ
タ部材との間に配設された仕切り用シートの切欠き部が上記記録及び／又は再生用開口部
の開口内に突出して設けられることで、第１及び第２のシャッタ部材に付着した塵埃が、
カートリッジ本体内に進入することを確実に防止することができる。



光磁気ディスク６は、例えば直径１２０ｍｍに形成されており、中心穴が形成されている
。光磁気ディスク６の中心穴には、金属製のセンターハブが配設されている。
【００２１】
カートリッジ本体８は、例えば樹脂材料により成形された略円形浅皿状の上ハーフ１１と
下ハーフ１２とを突き合わせて結合することによって全体略薄箱状に形成されている。
【００２２】
カートリッジ本体８は、図２、図３及び図４に示すように、光磁気ディスク６を回転する
記録再生装置側のターンテーブル１０がカートリッジ本体８内に進入するためのテーブル
進入用開口部１５と、記録再生装置側の記録再生手段に光磁気ディスク６の信号記録領域
の一部を臨ませるための記録再生用開口部１６とを有している。
【００２３】
テーブル進入用開口部１５は、下ハーフ１２の主面の中央部に略円形状に形成されている
。ディスクカートリッジ１は、図４に示すように、記録再生装置に装填された際、記録再
生装置側のターンテーブル１０がテーブル進入用開口部１５からカートリッジ本体８内に
挿入される。ディスクカートリッジ１は、ターンテーブル１０上に突設された位置決め部
１０ａが光磁気ディスク６の中心穴に挿入されて、位置決め部１０ａの先端に配設された
マグネット１０ｂによって、光磁気ディスク６のセンターハブ６ａが吸着保持される。そ
して、光磁気ディスク６は、ターンテーブル１０の載置面１０ｃ上に載置される。
【００２４】
記録再生用開口部１６は、下ハーフ１２に、光磁気ディスク６の半径方向に亘って形成さ
れており、一端部がテーブル進入用開口部１５に連設されている。また、この記録再生用
開口部１６の他端部は、下ハーフ１２の外周部に開口されて形成されている。
【００２５】
そして、ディスクカートリッジ１は、これら記録再生用開口部１６及びテーブル進入用開
口部１５をそれぞれ開閉するためのシャッタ機構１８を備えている。
【００２６】
シャッタ機構１８は、図２、図５及び図６に示すように、記録再生用開口部１６を開閉す
る第１のシャッタ部材２１と、テーブル進入用開口部１５を開閉するための第２のシャッ
タ部材２２と、これら第１のシャッタ部材２１と第２のシャッタ部材２２を連動させるた
めの連結部材２３と、この連結部材２３を回動方向に付勢する捻りコイルバネ２４とを有
している。
【００２７】
第１のシャッタ部材２１は、下ハーフ１２の外方側に、図２及び図３中矢印ａ 1  方向及び
ａ 2  方向に回動可能に配設されている。この第１のシャッタ部材２１は、例えば金属材料
によって形成されており、図２に示すように、略Ｃ字状をなす平板状の第１の摺動部２６
と、この第１の摺動部２６の一端に一体に連設された略矩形状をなす平板状の第２の摺動
部２７とを有している。
【００２８】
第１の摺動部２６には、図２及び図３に示すように、記録再生装置側のターンテーブル１
０がカートリッジ本体８内に進入するためのテーブル進入用切欠き部２６ａが形成されて
いる。第１の摺動部２６には、図３に示すように、カートリッジ本体８のテーブル進入用
開口部１５の内周部に摺動可能に係合する摺動ガイド片２８が、外周部に亘って形成され
ている。また、第１の摺動部２６の主面には、第１のシャッタ部材２１を回動操作するた
めの記録再生装置側の図示しないシャッタ駆動ピンが係合する長穴状の回動操作用穴２９
が形成されている。
【００２９】
また、第１のシャッタ部材２１には、図３及び図５に示すように、第２の摺動部２７の先
端部に、上ハーフ１１に設けられたガイド溝３１に係合するガイド片３０が一体に形成さ
れている。このガイド片３０の先端部には、ガイド爪３０ａが形成されており、このガイ
ド爪３０ａがガイド溝３１内に移動自在に挿入されている。
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【００３０】
第２のシャッタ部材２２は、下ハーフ１２の内方側に、図２及び図３中矢印ｂ 1  方向及び
ｂ 2  方向に回動可能に配設されている。この第２のシャッタ部材２２は、図２、図３及び
図５に示すように、例えば、合成樹脂や金属材料によって平板状に形成されており、下ハ
ーフ１２の内方側の底面上に設けられた略扇状のガイド凹部３３内に摺動可能に配設され
ている。第２のシャッタ部材２２には、図５及び図６に示すように、一方の主面上の一端
部に、下ハーフ１２に回動自在に支持される回動支持突部３４が一体に形成されている。
第２のシャッタ部材２２は、回動支持突部３４が下ハーフ１２のガイド凹部３３内に設け
られた回動支持穴３５に挿入されることにより、図３及び図５中矢印ｂ 1  方向及びｂ 2  方
向に回動自在に支持されている。また、第２のシャッタ部材２２には、連結部材２３に対
向する面上に、連結部材２３と連結される連結突部３６が一体に立設されている。
【００３１】
連結部材２３は、図５及び図６に示すように、略Ｃ字状を呈する平板状に形成されており
、内周部に記録再生装置側のターンテーブル１０がカートリッジ本体８内に進入するため
のテーブル進入用切欠き部２３ａが形成されている。連結部材２３には、下ハーフ１２の
テーブル進入用開口部１５の内周に亘って形成されたガイド部１５ａに摺動自在に係合す
る摺動ガイド片３７が、第２のシャッタ部材２２に対向する面側の外周部に亘って一体に
形成されている。したがって、連結部材２３は、摺動ガイド片３７が、下ハーフ１２のガ
イド部１５ａに係合されて、図５中矢印ａ 1  方向及び矢印ａ 2  方向に摺動可能に支持され
る。
【００３２】
また、連結部材２３には、外周方向の略中央部に捻りコイルバネ２４の一端が取り付けら
れるバネ取付け凹部３８が形成されている。また、下ハーフ１２の内方側の底面部には、
捻りコイルバネ２４の他端が取り付けられるバネ取付け部３９が形成されており、このバ
ネ取付け部３９に取付けビス４０を介して固定されている。
【００３３】
また、連結部材２３には、第２のシャッタ部材２２に対向する主面上には、図６に示すよ
うに、第２のシャッタ部材２２と連結される連結穴４１が設けられている。連結部材２３
は、連結穴４１に第２のシャッタ部材２２の連結突部３６が挿通されることにより、第２
のシャッタ部材２２と連動する。また、連結部材２３の主面には、図６に示すように、第
１のシャッタ部材２１の回動操作用穴２９と対向する位置に回動操作用穴４２が設けられ
ている。
【００３４】
捻りコイルバネ２４は、一端が連結部材２３のバネ取付け凹部３８上に取付けビス４０を
介して固定されており、他端が下ハーフ１２の底面部に形成されたバネ取付け部３９に取
付けビス４０を介して固定されている。そして、この捻りコイルバネ２４は、中央部が移
動可能に配設されており、弾性力によって連結部材２３を図５中矢印ａ 2  方向に回動させ
るように付勢している。したがって、シャッタ機構１８は、捻りコイルバネ２４の弾性力
によって、第１及び第２のシャッタ部材２１，２２が、テーブル進入用開口部１５及び記
録再生用開口部１６をそれぞれ閉塞している。
【００３５】
そして、連結部材２３は、第１のシャッタ部材２１の第１の摺動部２６と互いに外形を対
応させて、回動操作穴４２を、第１のシャッタ部材２１の回動操作穴２９に対向させると
ともに、摺動ガイド片３７を下ハーフ１１のガイド部３６に摺動自在に係合させた状態で
、第１のシャッタ部材２１に主面が接着剤等により接合固定されている。
【００３６】
また、第１のシャッタ部材２１のガイド片３０には、第１のシャッタ部材２１の開閉動作
を規制するためのロック部４３が設けられている。このロック部４３は、図３、図５及び
図６に示すように、下ハーフ１２の記録再生用開口部１６に係合するロック爪４４と、こ
のロック爪４４を記録再生用開口部１６に係合させる方向に付勢する板バネ４５と、ロッ
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ク爪４４を移動操作するための押込み操作片４６とを有している。
【００３７】
ロック爪４４は、ガイド片３０上に回動可能に配設されており、ガイド片３０に設けられ
た図示しない開口部内に先端部が挿通自在に設けられている。板バネ４５は、ガイド片３
０上に配設されており、弾性力によってロック爪４４の先端部を記録再生用開口部１６の
一部に係合させている。押込み操作片４６は、一部を外方に臨ませてガイド片３０上に配
設されている。押込み操作片４６は、板バネ４５の弾性力に抗して押込み操作されること
によって、ロック爪４４を回動操作して、ロック爪４４の先端部と記録再生用開口部１６
との係合状態を解除する。
【００３８】
また、ディスクカートリッジ１は、カートリッジ本体８内に、シャッタ機構１８の第２の
シャッタ部材２２と、光磁気ディスク６の信号記録面との間に、光磁気ディスク６の汚損
を防止するための仕切り用シート４８が配設されている。
【００３９】
仕切り用シート４８は、図５及び図６に示すように、例えば不織布等によって円盤状に形
成されており、下ハーフ１２に形成されたテーブル進入用開口部１５及び記録再生用開口
部１６に対応した形状の切欠き部４８ａ，４８ｂが、外周部から中央部に亘って連続して
切欠き形成されている。
【００４０】
仕切り用シート４８の切欠き部４８ａ，４８ｂは、図３に示すように、カートリッジ本体
８の記録再生用開口部１６及び第１のシャッタ部材２１のテーブル進入用切欠き部２６ａ
の開口寸法よりやや小とされて切り欠かれている。したがって、仕切り用シート４８は、
図３に示すように、テーブル進入用切欠き部２６ａ及び記録再生用開口部１６の内側に僅
かにそれぞれ突出されており、第１及び第２のシャッタ部材２１，２２に付着した塵埃が
、カートリッジ本体８内に進入することを確実に防止している。
【００４１】
また、仕切り用シート４８の外周部には、図５及び図６に示すように、仕切り用シート４
８の移動を規制するための略矩形状の規制用突部４８ｃが一体に形成されている。仕切り
用シート４８は、規制用突部４８ｃが、下ハーフ１２の内周部に形成された係合凹部４９
に係合されることにより移動が規制された状態で所定の位置に配設される。
【００４２】
さらに、仕切り用シート４８は、第２のシャッタ部材２２に重ねられて配設されたことに
よって、第２のシャッタ部材２２が下ハーフ１２から脱落することも防止している。
【００４３】
上述したように、シャッタ機構１８は、下ハーフ１２上に第２のシャッタ部材２２や仕切
り用シート４８を所定の位置に載置するのみで容易に組み付けることができるため、組立
性の向上が図られている。
【００４４】
以上のように構成されたディスクカートリッジ１について、シャッタ機構１８が記録再生
用開口部１６及びテーブル進入用開口部１５をそれぞれ開閉する動作を図面を参照して説
明する。
【００４５】
まず、シャッタ機構１８は、図７及び図８に示すように、記録再生装置に装填された際に
、第１のシャッタ部材２１に設けられたロック部４３の押込み操作片４６が記録再生装置
側のロック解除手段によって押込み操作されて、第１のシャッタ部材２１の規制状態が解
除されて回動可能とされる。
【００４６】
シャッタ機構１８は、第１のシャッタ部材２１の回動操作穴２９に記録再生装置側のシャ
ッタ駆動ピンが挿入されて、捻りコイルバネ２４の弾性力に抗して第１のシャッタ部材２
１が図７中矢印ａ 1  方向に回動される。
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【００４７】
シャッタ機構１８は、第１のシャッタ部材２１が回動されることに伴って連結部材２３を
回動させて、連結部材２３が回動することに伴って第２のシャッタ部材２２を回動させる
。
【００４８】
シャッタ機構１８は、図８に示すように、第２のシャッタ部材２２が矢印ｂ 1  方向に回動
することによりテーブル進入用開口部１５を開放するとともに、第１のシャッタ部材２１
が矢印ａ 1  方向に回動することにより記録再生用開口１６を開放する。
【００４９】
また、シャッタ機構１８は、図７に示すように、捻りコイルバネ２４の付勢力によって、
第２のシャッタ部材２２が矢印ｂ 2  方向に回動されてテーブル進入用開口部１５が閉塞さ
れるとともに、第１のシャッタ部材２１が矢印ａ 2  方向に回動されて記録再生用開口部１
６が閉塞される。
【００５０】
また、カートリッジ本体８には、図１に示すように、上ハーフ１１の主面上に、記録再生
装置に対する装填方向を示す表示１０が設けられている。また、カートリッジ本体８の側
面部には、記録再生装置側のカートリッジ保持機構によって掴まれるための凹部８ａ，８
ｂが切欠き形成されている。
【００５１】
さらに、カートリッジ本体８には、図１及び図２に示すように、光磁気ディスク６に記録
された情報信号を誤って消去することを防止するための誤記録防止部材１３が、カートリ
ッジ本体８に設けられたガイド溝に移動可能に配設されている。また、カートリッジ本体
８の下ハーフ１２には、幅方向の両側に、記録再生装置内のカートリッジ装填位置に位置
決めするための位置決め用穴１４ａ，１４ｂがそれぞれ設けられている。
【００５２】
また、ディスクカートリッジ１のカートリッジ本体８は、図１に示すように、光磁気ディ
スク６の記録内容等を表示するためのラベル表示部１７を備えている。ラベル表示部１７
は、図１に示すように、上ハーフ１１上に突設されており、印字情報が記録される印字記
録媒体１７ａと、この印字記録媒体１７ａを収納する収納部１７ｂとを有している。印字
記録媒体１７ａは、感熱記録層と、この感熱記録層を保護するための保護層とを有してい
る。
【００５３】
印字記録媒体１７ａは、ディスクカートリッジ１が記録再生装置内に装填される際に、収
納部１７ｂから引き出されて、印字記録領域に印字ヘッドにより印字情報が印字される。
また、印字記録媒体１７ａには、一端部に、収納部１７ｂに対して印字記録媒体１７ａを
挿脱するための挿脱用操作片１７ｃが、印字記録媒体の幅方向に両端が突出されて設けら
れている。収納部１７ｂに収納された印字記録媒体１７ａは、挿脱用操作片１７ｃが収納
部１７ｂから突出されるため、挿脱用操作片１７ｃを介して容易に挿脱することができる
。なお図示しないが、記録再生装置には、ディスクカートリッジ１が装填された際に、カ
ートリッジ本体８の収納部１７ｂに対して印字記録媒体１７ａを挿脱するラベル操作手段
が設けられている。
【００５４】
また、収納部１７ｂには、収納された印字記録媒体１７ａの印字領域に対応する位置に形
成された開口部に、透明な樹脂材料によって形成された表示窓板１７ｄが配設されている
。したがって、収納部１７ｂ内に収納された印字記録媒体１７ａは、表示窓板１７ｄを介
して目視することが可能とされている。さらに、ラベル表示部１７の主面上には、収録内
容を示す例えば紙製の表示シート１７ｅが必要に応じて貼り付けられている。
【００５５】
また、ディスクカートリッジ１のカートリッジ本体８は、図１に示すように、ディスクカ
ートリッジ１の仕様等を表示する仕様表示部１９を備えている。この仕様表示部１９は、
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図１、図２及び図５に示すように、記録再生装置側の駆動ピン２０や指等によって回動さ
れる回動部材１９ａと、この回動部材１９ａによって巻き取られるスリップシート１９ｂ
と、このスリップシート１９ｂによって移動された位置で仕様を示すインジケータ１９ｃ
と、このインジケータ１９ｃによって示される表示等が設けられた表示窓部材１９ｄとを
有している。
【００５６】
上述したように、ディスクカートリッジ１は、円形状のカートリッジ本体８に設けられた
テーブル進入用開口部１５及び記録再生用開口部１６をシャッタ機構１８によって確実に
開閉することができるため、カートリッジ本体８の小型化を実現することができる。
【００５７】
つぎに、上述したディスクカートリッジ１に比較して小径の光磁気ディスクを収納した他
のディスクカートリッジについて図面を参照して説明する。図９及び図１０に示すように
、このディスクカートリッジ２は、光磁気ディスク７と、この光磁気ディスク７を収納す
るカートリッジ本体６０とを備えている。
【００５８】
光磁気ディスク７は、例えば直径８０ｍｍに形成されており、中心穴が形成されている。
光磁気ディスク７の中心穴には、金属製のセンターハブ７ａが配設されている。
【００５９】
カートリッジ本体６０は、例えば樹脂材料により形成された略円形浅皿状の上下ハーフ６
１，６２を突き合わせて結合することによって形成されている。
【００６０】
カートリッジ本体６０は、図９、図１０及び図１１に示すように、光磁気ディスク７を回
転する記録再生装置側のターンテーブルがカートリッジ本体６０内に進入するためのテー
ブル進入用開口部６５と、記録再生装置側の記録再生手段に光磁気ディスク７の信号記録
領域の一部を臨ませるための記録再生用開口部６６とを有している。
【００６１】
テーブル進入用開口部６５は、下ハーフ６２の主面の中央部に円形状に形成されている。
記録再生用開口部６６は、下ハーフ６２に、光磁気ディスク７の半径方向に亘って形成さ
れており、一端部がテーブル進入用開口部６５に連設されている。また、この記録再生用
開口部６６の他端部は、下ハーフ６２の外周部に開口されて形成されている。
【００６２】
そして、ディスクカートリッジ２は、これら記録再生用開口部６６及びテーブル進入用開
口部６５をそれぞれ開閉するためのシャッタ機構６８を備えている。
【００６３】
シャッタ機構６８は、図１０、図１１及び図１２に示すように、記録再生用開口部６６を
開閉する第１のシャッタ部材７１と、テーブル進入用開口部６５を開閉するための第２の
シャッタ部材７２及び第３のシャッタ部材７３とを有している。
【００６４】
第１のシャッタ部材７１は、下ハーフ６２の外方側に、図１２及び図１３中矢印ｄ 1  方向
及びｄ 2  方向に移動可能に配設されている。第１のシャッタ部材７１は、図１０に示すよ
うに、例えばアルミニウム等の金属材料によって形成されており、略Ｃ字状を呈する平板
状の第１の摺動部７６と、この第１の摺動部７６の一端に一体に連設された略矩形をなす
平板状の第２の摺動部７７とを有している。
【００６５】
第１の摺動部７６には、図１０及び図１３に示すように、記録再生装置側のターンテーブ
ルがカートリッジ本体６０内に進入するためのテーブル進入用切欠き部７６ａが形成され
ている。第１の摺動部７６には、図１０に示すように、カートリッジ本体６０のテーブル
進入用開口部６５の内周部に摺動可能に係合する摺動ガイド片７８が、外周部に亘って形
成されている。また、第１の摺動部７６の主面には、第１のシャッタ部材７１を回動操作
するための記録再生装置側の図示しないシャッタ駆動ピンが係合する長穴状の回動操作用
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穴７９が形成されている。
【００６６】
また、第１のシャッタ部材７１の第１の摺動部７６には、第２及び第３のシャッタ部材７
２，７３と連動するために、略Ｓ字状のカム溝８０が形成されている。
【００６７】
第２の摺動部７７の先端部には、上ハーフ６１の外周部に設けられたガイド溝８２に係合
するガイド片８１が一体に形成されている。このガイド片８１の先端部には、ガイド爪８
１ａが形成されており、ガイド爪８１ａがガイド溝８２内に移動自在に挿入されている。
【００６８】
第２のシャッタ部材７２は、下ハーフ６２の内方側に、図１２及び図１３中矢印ｅ 1  方向
及びｅ 2  方向に回動可能に配設されている。この第２のシャッタ部材７２は、図１２及び
図１３に示すように、例えば合成樹脂や金属材料によって平板状に形成されている。
【００６９】
第２のシャッタ部材７２は、一方の主面上の一端部に、下ハーフ６２に回動自在に支持さ
れる回動支持突部８４が一体に形成されている。第２のシャッタ部材７２は、回動支持突
部８４が下ハーフ６２のガイド凹部８３内に設けられた回動支持穴８５に挿入されること
により、図１２中矢印ｄ 1  方向及びｄ 2  方向に回動自在に支持されている。また、第２の
シャッタ部材７２の主面には、第１及び第３のシャッタ部材７１，７３と連動するために
、略円弧状のカム溝８６が形成されている。
【００７０】
第３のシャッタ部材７３は、図１２及び図１３に示すように、下ハーフ６２の内方側に第
２のシャッタ部材７２に重ねられて配設されており、図１２及び図１３中矢印ｅ 1  方向及
びｅ 2  方向に回動可能に配設されている。この第３のシャッタ部材７３は、図１２及び図
１３に示すように、例えば合成樹脂や金属材料によって平板状に形成されている。
【００７１】
第３のシャッタ部材７３は、下ハーフ６２に対向する一方の主面上の一端部に、回動支持
突部８７が一体に形成されている。第３のシャッタ部材７３は、回動支持突部８７が下ハ
ーフ６２のガイド凹部８３内に設けられた回動支持穴８８に挿入されることにより、図１
２及び図１３中矢印ｅ 1  方向及びｅ 2  方向に回動自在に支持されている。また、第３のシ
ャッタ部材７３は、第２のシャッタ部材７２に対向する主面に、カム突部８９が一体に形
成されており、このカム突部８９が第２のシャッタ部材７２のカム溝８６に挿通されてい
る。
【００７２】
また、第１のシャッタ部材７１のガイド片８１には、図示しないが、第１のシャッタ部材
７１の開閉動作を規制するためのロック部が設けられている。このロック部は、図示しな
いが、記録再生用開口部に係合するロック爪と、このロック爪を記録再生用開口部に係合
させるように付勢する板バネと、ロック爪を移動操作するための押込み操作片とを有して
いる。
【００７３】
また、カートリッジ本体６０内には、シャッタ機構６８の第２及び第３のシャッタ部材７
２，７３と、光磁気ディスク７の信号記録面との間に、光磁気ディスク７の汚損を防止す
るための切欠き用シート９１が配設されている。
【００７４】
仕切り用シート９１は、図１２に示すように、例えば不織布等によって円盤状に形成され
ており、下ハーフ６２に形成されたテーブル進入用開口部６５及び記録再生用開口部６６
に対応した形状の切欠き部が、外周部から中央部に亘って連続して切欠き形成されている
。
【００７５】
仕切り用シート９１の切欠き部９１ａ，９１ｂは、下ハーフ６２の記録再生用開口部６６
、及び第１のシャッタ部材７１のテーブル進入用切欠き部７６ａの開口寸法よりやや小と
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されて切り欠かれている。したがって、仕切り用シート９１は、テーブル進入用切欠き部
７６ａ及び記録再生用開口部６６の内側に僅かにそれぞれ突出されており、第１及び第２
のシャッタ部材７１，７２に付着した塵埃が、カートリッジ本体６０内に進入することを
確実に防止している。
【００７６】
また、仕切り用シート９１の外周部には、図１２に示すように、仕切り用シートの移動を
規制するための複数の規制用突部９１ｃが一体に形成されている。仕切り用シート９１は
、規制用突部９１ｃが、下ハーフ６２の内周部に形成された係合凹部９２に係合されるこ
とにより移動が規制された状態で所定の位置に配設される。
【００７７】
さらに、仕切り用シート９１は、第２及び第３のシャッタ部材７３．７４に重ねられて配
設されたことによって、第２及び第３のシャッタ部材７２が下ハーフ６２から脱落するこ
とも防止している。
【００７８】
上述したように、シャッタ機構６８は、下ハーフ６２上に第２及び第３のシャッタ部材７
２．７３や仕切り用シート９１を所定の位置に載置するのみで容易に組み付けることがで
きるため、組立性の向上が図られている。
【００７９】
以上のように構成されたディスクカートリッジ２について、シャッタ機構６８がテーブル
進入用開口部６５及び記録再生用開口部６６をそれぞれ開閉する動作を図面を参照して説
明する。
【００８０】
まず、シャッタ機構６８は、図１４に示すように、第１、第２及び第３のシャッタ部材７
１，７２，７３によって、カートリッジ本体６０の記録再生用開口部６５及びテーブル進
入用開口部６６がそれぞれ閉塞されている。シャッタ機構６８は、記録再生装置側のシャ
ッタ駆動ピンが第１のシャッタ部材７１の回動操作用穴７９に係合されて、第１のシャッ
タ部材７１が回動操作される。
【００８１】
シャッタ機構６８は、図１４及び図１５に示すように、第１のシャッタ部材７１が回動す
ることによって、第２のシャッタ部材７２が図１２中矢印ｄ 1  方向に連動して回動される
とともに、第３のシャッタ部材７３が図１２中矢印ｅ 1  方向に連動して回動される。した
がって、シャッタ機構６８は、図１３及び図１５に示すように、テーブル進入用開口部６
６及び記録再生用開口部６５をそれぞれ開放する。
【００８２】
また、シャッタ機構６８は、第１のシャッタ部材７１が逆方向に回動されることによって
、第２のシャッタ部材７２が図１２中矢印ｄ 2  方向に連動して回動されるとともに、第３
のシャッタ部材７３が図１２中矢印ｅ 2  方向に連動して回動される。したがって、シャッ
タ機構６８は、第１、第２及び第３のシャッタ部材７１，７２，７３によって、テーブル
進入用開口部６６及び記録再生用開口部６５をそれぞれ閉塞する。このとき、第２のシャ
ッタ部材７２は、第３のシャッタ部材７３の外周部の一部に重なることによって、第１の
シャッタ部材７１のテーブル進入用切欠き部７６ａを確実に閉塞する。
【００８３】
また、カートリッジ本体６０には、図９及び図１０に示すように、上ハーフ６１の主面上
に、記録再生装置に対する装填方向を示す表示９３が設けられている。また、カートリッ
ジ本体６０の下ハーフ６２には、幅方向の両側に、記録再生装置内のカートリッジ装填位
置に位置決めするための位置決め用穴９４ａ，９４ｂがそれぞれ設けられている。さらに
、図示しないが、カートリッジ本体６０には、光磁気ディスク７に記録された情報信号を
誤って消去することを防止するための誤消去防止部材が、カートリッジ本体６０に設けら
れたガイド溝に移動可能に配設されている。また、カートリッジ本体６０の主面上に、収
録内容等を示す例えば紙製の表示ラベル９５が貼り付けられている。
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【００８４】
上述したように、ディスクカートリッジ２によれば、シャッタ機構６８を備えることによ
り、カートリッジ本体６０を小型化することができる。また、このディスクカートリッジ
２のシャッタ機構６８によれば、より小さなスペースに回動可能に配設することができる
。
【００８５】
なお、本発明に係るディスクカートリッジ１，２は、円盤状記録媒体として光磁気ディス
クが適用されたが、光ディスク、磁気ディスクや、いわゆる  ＤＶＤ（ Digital Video Dis
k）等の複数のディスク基板を貼り合わせ構成される貼り合わせ型光ディスク等の他の円
盤状記録媒体に適用されてもよいことは勿論である。
【００８６】
【発明の効果】
　上述したように本発明に係るディスクカートリッジによれば、連続して形成された進入
用開口部と記録及び／又は再生用開口部に、第１及び第２のシャッタ部材が回動自在に配
設されたことによって、カートリッジ本体の小型化を実現することができる。

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係るディスクカートリッジを示す斜視図である。
【図２】上記ディスクカートリッジが備えるシャッタ機構がテーブル進入用開口部及び記
録再生用開口部を閉塞した状態を示す斜視図である。
【図３】上記ディスクカートリッジが備えるシャッタ機構がテーブル進入用開口部及び記
録再生用開口部を示す斜視図である。
【図４】上記ディスクカートリッジを示す縦断面図である。
【図５】上記ディスクカートリッジを一部組み付けた状態で示す分解斜視図である。
【図６】上記ディスクカートリッジを示す分解斜視図である。
【図７】上記シャッタ機構がテーブル進入用開口部及び記録再生用開口部を閉塞した状態
を示す平面図である。
【図８】上記シャッタ機構がテーブル進入用開口部及び記録再生用開口部を開放した状態
を示す平面図である。
【図９】他のディスクカートリッジを示す斜視図である。
【図１０】他のディスクカートリッジを底面側から示す斜視図である。
【図１１】他のディスクカートリッジを示す縦断面図である。
【図１２】上記ディスクカートリッジが備えるシャッタ機構がテーブル進入用開口部及び
記録再生用開口部を閉塞した状態を示す斜視図である。
【図１３】上記シャッタ機構がテーブル進入開口部及び記録再生用開口部を開放した状態
を示す斜視図である。
【図１４】上記シャッタ機構がテーブル進入用開口部及び記録再生用開口部を閉塞した状
態を示す平面図である。
【図１５】上記シャッタ機構がテーブル進入用開口部及び記録再生用開口部を開放した状
態を示す平面図である。
【図１６】従来のディスクカートリッジを示す斜視図である。
【図１７】従来のディスクカートリッジを底面側から示す斜視図である。
【図１８】従来のディスクカートリッジが備える光磁気ディスクを示す縦断面図である。
【図１９】従来のディスクケースを示す斜視図である。
【図２０】従来のディスクケースを示す斜視図である。
【図２１】従来のディスクケースを示す縦断面図である。
【符号の説明】
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また、円盤
状記録媒体と上記カートリッジ本体の内方側に配設された第２のシャッタ部材との間に配
設された仕切り用シートの切欠き部が上記記録及び／又は再生用開口部の開口内に突出し
て設けられることで、第１及び第２のシャッタ部材に付着した塵埃が、カートリッジ本体
内に進入することを確実に防止することができる。



１　ディスクカートリッジ、６，７　光磁気ディスク、８　カートリッジ本体、１５　テ
ーブル進入用開口部、１６　記録再生用開口部、１８　シャッタ機構、２１　第１のシャ
ッタ部材、２２　第２のシャッタ部材、２３　連結部材、２４　捻りコイルバネ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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